
第２8 回（2019 年度）助成事業応募要領
公益財団法人 関西エネルギー ・ リサイクル科学研究振興財団

［２０１９年度応募要領］

１．助成の趣旨

　当財団は、財団設立の 1992（平成 4）年から、主として関西地域の大学・高等専門学校等におけ

るエネルギー ･リサイクル分野の研究活動等に対する支援活動を行っています。

　その趣旨は、次のとおりです。

　人間活動と地球環境の調和を図りながら、社会・経済の持続的な発展を将来にわたって続けてい

く上で、電気エネルギーの供給 ･ 利用技術や資源リサイクル技術、および、これらに関わる人文・

社会科学分野の研究活動を一層充実・強化していく必要があることは言うまでもありません。

　また、人類の喫緊の課題である地球温暖化問題の解決を目指す上で、電気エネルギー供給・利用

技術等の一層の発展が大きな鍵を握っていると期待されています。

　以上から、当財団は、エネルギー・リサイクル分野における基礎研究の更なる充実と産学連携を

視野に入れた挑戦的応用研究の推進、研究者の育成、国際交流の促進等を図るため、試験研究、国

際交流活動、研究成果の出版、研究発表会等の開催に対する助成を行います。

２．対象分野

　助成の趣旨に合った、電気・電子・情報・通信・土木・建築・機械・化学・バイオ・リサイクル・

テクノロジーアセスメント等の幅広い分野の基礎研究および応用研究等を対象とします。

　キーワードは、「エネルギーの変換・貯蔵・伝達の効率向上・高度化」「エネルギー利用の効率向上・

高度化」「環境・リサイクル活動の効率向上・高度化」です。

　後ろに、過去の助成件名を掲載していますので、ご参照をお願いします。

　

３．助成の種類

（1) 試験研究助成

　助成の趣旨に合った研究分野に関する研究費を助成します。

（2) 国際交流活動助成

　研究者海外渡航と海外研究者招聘の２区分があります。

　研究者海外渡航は、助成の趣旨に合った研究分野に関する国際会議、研究発表会等で発表する際

の海外渡航費（航空運賃を主として、会議登録費、滞在費）を助成します。

　海外研究者招聘は、助成の趣旨に合った研究分野に関する国際会議等において研究論文の発表も

しくは招待講演を行う海外研究者の招聘費（航空運賃および滞在費）を助成します。

（3) 研究成果の出版助成

　助成の趣旨に合った研究分野に関する内外学術雑誌（電子ジャーナルを含む）への投稿料等を助

成します。

（4) 研究発表会等の開催助成

　助成の趣旨に合った研究分野に関する研究発表会、シンポジウム、学会および国際会議等の開催

費用を助成します。

エネルギー・リサイクル分野
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４．申込者の資格

　申込者の資格及び推薦状の要否は次のとおりです。

　なお、原則として、同一助成種類の連続した助成は致しません（前年度に助成をお受けになった

方は、同じ種類の助成にはお申込みできません )。

項 目

助成種類

応　募　資　格　（注 1) 推

薦

状

（注 4)

大学等に

勤務する

研究者（注 2）

博士後期

課程の

大学院生

その他条件

試験研究助成 ○ ― 年齢制限なし（注 3） 要

国際交流

活動助成

研究者海外渡航 ○ ○ 年齢制限なし（注 3） 要

海外研究者招聘 ○ ―
年齢制限なし

国際会議の招聘責任者
不要

研究成果の出版助成 ○ ○ 年齢制限なし（注 3） 不要

研究発表会等の開催助成 ○ ― 年齢制限なし 不要

　　（注 1)  主として関西地域の大学等。大学等とは、大学院、大学の学部、短期大学、

　　　　　　高等専門学校、大学附置研究所、大学共同利用機関。

　　（注 2)  常勤の方のみ（非常勤は対象外）。

　　（注 3)  応募資格に年齢制限はありませんが、若手研究者（概ね４０歳以下）、研究歴が短い研

究者（概ね研究歴１０年未満）を助成の主要対象とします。

　　（注 4)  所属する学部長またはこれに準ずる方の書面による推薦状。電子申請によるお申込み（推

薦状をアップロードいただいた場合）でも、別途、書面による推薦状を提出いただくこ

とが必要です。

５．助成の規模など

（1) 試験研究助成

１件あたりの年額 １００万円以下（注 1）

採 択 件 数 １１件（注 2）

申 込 締 切 日 ２０１９年８月３０日（金）

研 究 実 施 時 期 ２０２０年４月から１年間または２年間（注 3）

贈 呈 時 期 ２０２０年１月～３月の間に贈呈

　　（注 1)  申請額は、１００万円以下であれば特に制限はありません。なお、助成額以上の領収書

提出がない場合は、差額を返還いただきます。

　　（注 2)  応募資格に年齢制限はありませんが、若手研究者（概ね４０歳以下）、研究歴が短い研

究者（概ね研究歴１０年未満）を助成の主要対象とします。

　　（注 3)  研究期間は、１年間または２年間を選択できます。２年間を選択した場合、５０万円/年×

２年の助成とします。１年後（２月）に中間報告書を提出いただき、中間報告書の審査

結果により、２年目の助成の可否を判断します。
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（2) 国際交流活動助成

区　分

項　目
研究者海外渡航 海外研究者招聘（注 1、2、3)

１件あたりの金額 ２０万円以下（注 4） ５０万円以下（注 4）

採 択 件 数 １０件（注 5） １件

渡航又は招聘時期
２０１９年４月から

２０１９年１１月まで

２０１９年１０月から

２０２０年６月まで

２０１９年４月から

２０２０年４月まで

２０１９年１０月から

２０２０年６月まで

申 込 締 切 日
２０１９年

２月２８日（木）

２０１９年

７月３１日（水）

２０１９年

２月２８日（木）

２０１９年

７月３１日（水）

贈 呈 時 期 渡航１か月前（目途） 招聘１か月前（目途）

　（注 1) 招聘する外国人研究者は、優れた研究成果を有する方に限ります。

　（注 2) この助成と、（4)「研究発表会等の開催助成」とを重複して助成することはありません

　　　　（助成はどちらか一方のみ）。

　（注 3) 原則として、関西地域で開催される国際会議等に招聘する場合に限ります。

　（注 4) 助成額以上の領収書提出がない場合は、差額を返還いただきます。

　（注 5)  応募資格に年齢制限はありませんが、若手研究者（概ね４０歳以下）、研究歴が短い研究者 

（概ね研究歴１０年未満）を助成の主要対象とします。

（3) 研究成果の出版助成

論 文 掲 載 時 期

次の期間に論文の学術雑誌 (注 1) 掲載が決定または予定のもの

２０１９年４月から

　　２０２０年３月まで

２０１９年７月から

　　２０２０年３月まで

２０１９年１０月から

　　２０２０年３月まで

助成額、採択件数 １件あたり１０万円以下（注 2)、　７件（注 3)

申 込 締 切 日 ２０１９年２月２８日（木） ２０１９年５月３１日（金） ２０１９年７月３１日（水）

贈 呈 時 期 論文受理後

　（注 1) 電子ジャーナル（国際的な知名度等を有し、査読のプロセスがあるものに限る）を含みます。

　（注 2) 助成額以上の領収書提出がない場合は、差額を返還いただきます。

　（注 3)  応募資格に年齢制限はありませんが、若手研究者（概ね４０歳以下）、研究歴が短い研究者 

（概ね研究歴１０年未満）を助成の主要対象とします。

（4) 研究発表会等の開催助成

開 催 時 期
 　２０１９年４月から

 　　　　２０１９年１１月まで

　２０１９年１０月から

　　　　２０２０年６月まで

助成額、採択件数 １件あたり４０万円以下（注 1)、３件 (注 2～ 6)

申 込 締 切 日 ２０１９年２月２８日（木） ２０１９年７月３１日（水）

贈 呈 時 期 開催１か月前（目途）

　（注 1) 助成額以上の領収書提出がない場合は、差額を返還いただきます。

　（注 2) 原則として、関西地域で開催される公開のものに限ります。

　（注 3) 学会の年次大会、支部大会等は対象外です。

　（注 4)  この助成は、原則として同一組織、同一内容の発表会等に連続して助成しません（前年度に

この助成をお受けになった方および組織はお申込みできません )。

（注 5)  この助成と、（2)「国際交流活動助成（海外研究者招聘）」とを重複して助成することはあり

ません（助成はどちらか一方のみ）。

（注 6)  開催実績報告書および当財団から助成を受けた旨を周知したことを示すものをお送りいただ

くことが必要です。
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６．選考方法

　当財団の選考委員会において厳正かつ公平な審査を行い、決定いたします。結果は、申込者全

員にご連絡いたします。

　　選考委員会は、下記委員により構成しております（敬称略、五十音順 )。

　　　 北　村　新　三（委員長） 神戸大学名誉教授

　　　 久　保　司　郎 大阪大学名誉教授

　　　 辰巳砂　昌　弘 大阪府立大学教授

　　　 馬　場　章　夫 大阪大学名誉教授

　　　 八　尾　　　健 京都大学名誉教授

　　　 吉　川　　　潔 京都大学名誉教授

７．選考基準

　選考は、下記の点を考慮し、総合的に評価します。

（1) 共通基準

　 ・内容が当財団の趣旨と合致するもの。

　 ・当財団の助成金が真に有意義な資金となるもの。

（2) 試験研究助成

　 ・ 研究内容が基礎的であり、発展性が見込まれるもの。または、研究内容が応用分野に及び、近

く実用化が見込まれるもの。

　 ・研究計画、研究手法が独創的、意欲的であるもの。

　 ・研究計画、研究内容と助成金の使途との関係が明確で、整合性が認められるもの。

（3) 国際交流活動助成

　 ・国際交流活動によって得られる成果、与える効果が大きいと期待できるもの。

　 ・その他「試験研究助成」の選考基準に準じて総合的に評価します。

（4) 研究成果の出版助成

　 ・「試験研究助成」の選考基準に準じて総合的に評価します。

（5) 研究発表会等の開催助成

　 ・「試験研究助成」の選考基準に準じて総合的に評価します。

８．留意事項

お申込みに際して、下記事項をご了承いただけたものとします。

（1) 共通

　 ア． 助成金は、その目的達成のため最も有効にご活用願います。なお、研究等終了後の報告時には、

使途についての記録と領収書（正 ) を添付願います。また、助成金採択通知以降の詳細な処

理手続き等については、別途配布の「ＫＲＦ研究助成者手引き」に基づき、確実な処理をお

願いいたします。

　 イ． 研究発表、論文の掲載等をされる場合は、当財団から助成を受けた旨を記載し、周知をお願

いいたします。

　 ウ． 助成の採択情報および成果の報告内容等は、当財団の事業報告書、インターネットホームペー

ジ、ＫＲＦレポート（当財団広報誌）などに記載させていただくことがあります。ただし、

知的所有権等の関係上、公開したくない部分については、申し出に応じて取り扱いを協議し

ます。「９．個人情報の取り扱いについて」も併せてご覧ください。

　 エ． 助成額は、お申込額より減額されることがあります。

　 オ． 申請書提出後、所属機関やメールアドレス等が変更となった場合は、ご連絡をお願いします。

（2) 試験研究助成

　 ア． 助成金は、申請書に記載された項目で支出いただきます。

　 イ． 助成した研究費の支出が適切でなかったり、研究計画を大きく変更または途中で中止した場

合等においては、助成した助成金の返還を求めることがあります。

　 ウ． 贈呈式（２０２０年３月予定）にご出席いただきます。
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　 エ． 贈呈に際し、助成研究の計画について発表していただくことがあります。

　 オ． 助成研究の結果については、研究終了後に簡単な報告書を提出していただきます。

　 カ． 助成期間終了後に助成研究に関するアンケートを行いますので、ご協力をお願いいたします。

　 キ． 当財団の研究発表会および学会等で、研究成果の発表等をお願いすることがあります。

（3) 国際交流活動助成

　 ア． 国際会議、学会などでの研究発表、意見交換を主たる交流内容とするものは、発表論文が受

理されなかった場合、助成を取り消させていただきます。

　 イ． 国際会議、学会などの開催が当初の計画より大幅に遅れる場合には助成を取り消させていた

だくことがあります。

　 ウ． 国際交流活動の成果については、終了後に簡単な報告書を提出していただきます。

　 エ． 当財団の研究発表会で国際交流の成果について、ご報告等をお願いすることがあります。

（4) 研究成果の出版助成

　 ア． 学術雑誌投稿論文が２０２０年３月までに受理されなかった場合、助成を取り消させていた

だきます。

　 イ． 投稿論文については、別刷等をご提出いただきます。

（5) 研究発表会等の開催助成

　 ア． 申請時に研究発表会等の予稿集、配布資料など概要がわかる資料をご提出いただきます。

　 イ． 研究発表会等が公開の場合は､当財団事務局長まで案内状等の関連資料のご送付をお願いします。

　 　　なお、開催日時等申請時から変更があった場合は、その都度ご連絡をお願いします。

　 ウ． 研究発表会等の成果については、終了後に簡単な報告書を提出していただきます。また、当

財団の助成を受けたことの周知方法を示したプロシーディング、ポスター等を提出していた

だきます。

９．個人情報の取り扱いについて

　応募書類から得た個人情報および研究情報は、当財団のプライバシーポリシー（http://www.

krf.or.jp/other/privacy.html）に基づき取り扱いますが、下記の利用目的に使用する場合があ

ります。ただし、知的所有権等の関係上、公開できない部分については、申し出に応じて取り扱

いを協議します。

お申込みに際して、本内容をご了承いただけたものとします。

・実績または成果等の情報公開のため

・募集、周知・PR、情報提供のため

・調査およびその結果のフィードバック等の実施ならびに今後の方向性等の検討のため

・会議・式典の運営、資料送付、情報連絡等のため

・関係者との意見交換・情報連絡等のため

・その他、当財団の事業目的のために行う業務の達成のため

10．申込方法

　当財団ホームページ（http://www.krf.or.jp/）上の「研究者専用ページ」（研究者登録が必要

です）から、応募書類をダウンロードし、申請書に記入の上、電子申請にてお申込みください。

　申請いただいた後も、申込締切日までは、同ページから内容の修正等をしていただくことが可

能です。

　なお、書面による申込みをご希望の方は、申請書に必要事項を記入の上、１部を財団事務局まで、

申込締切日必着にてご送付願います。

　また、所定の申請書のほか、所定の申請書様式と同一であれば、自作の申請書（白色無地）で

もお申込み可能です（枚数および様式の変更は不可。枠の大きさ等多少の変動は構いません）。

11．申請書の請求（書面による申込みをご希望の方）および送付先、本件のお問い合わせ先

〒 550-0004　大阪市西区靭本町１丁目８番４号　大阪科学技術センタービル６０７号室

公益財団法人　関西エネルギー・リサイクル科学研究振興財団

ＴＥＬ：（０６）７５０６－９０６８　　ＦＡＸ：（０６）７５０６－９０６９

http://www.krf.or.jp    e-mail: info@krf.or.jp

※ 申請書の請求は、ホームページからもできます。また、ご希望の方は、申請書（Word 形式）を

e-mail にて送信いたします。
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